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背景：第二次調査への参加状況はベースライン時点の特性と関連があると報告されてい

るが、日本人についての報告はない。また、追跡期間中の疾患罹患も第二次調査への参

加状況に影響すると考えられるが、報告は少ない。本研究では、住民ベースのコーホー

ト研究の第二次調査への非参加に関連するベースライン時点の要因を明らかにすると

ともに、追跡期間中の疾病罹患の影響について評価した。 

方法：2005 年から 2007 年にかけて実施された日本多施設共同コーホート研究佐賀地

区に参加した 12,078 人の参加者から、追跡期間中の転出（423 人）、死亡（163 人）、

同意撤回（9 人）を除いた 11,483 人を対象に、2010 年から 2012 年にかけて対面式の

第二次調査を実施した。非参加者については、郵送法または電話で 5 年間の疾患罹患を

調査した。非参加者のベースライン時点の特性、および自己申告の追跡期間中の疾患罹

患状況について参加者と比較した。 



結果：11,483 人のうち 8,454 人（73.6％）が第二次調査に参加し、非参加者 3,029 人

のうち 2,608 人が郵送法または電話で罹患状況について回答した。ベースライン調査時

点の性（女性）、年齢（若い群と最も高齢群）、短い教育歴、低い職業クラス、喫煙、低

い身体活動レベル、短い睡眠時間、肥満、便秘が第二次調査への非参加と、適量飲酒（１

日エタノール摂取量 23ｇ未満）が参加と関連していた。非参加者は参加者に比べて、

追跡期間中のがん罹患割合が高く、高血圧の発症割合が低かった。 

結論：ベースライン調査時点の特性と追跡期間中の罹患状況の両方が、対面式の第二次

調査への参加状況と有意に関連していた。 
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